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新役員に就任して

　この度、昨年12月の総会で副会長を拝
命しました10期生の永山雅己です。卒業
して36年間、母校に顔を出すこともなく、

息子２人もかよわすことができなかった私に、このような
大役が務まるかどうか不安ではありますが、少しでも同窓
会のお役に立てるよう、力になれるように努力したいと思
います。在校時の思い出と言えば、いたずらや悪いことを

したことしか思い出せませんが、その時に先生がすごく優
しかったことを覚えています。それから、確か5年生の時
にできたソフトボール部に発足当時から参加し、他校と試
合をして大差で負け悔しかった記憶があります。今は飲食
店を10数店舗経営していますが、社員やアルバイトのみん
なに感謝が素直に言えるのは清心小学校で学んだのだと思
います。
　同窓会の為に、子供たちのために何ができるかをしっか
り考えていきたいと思います。どうぞよろしくお願いいた
します。

　同窓生の皆様におかれましてはますま
すご健勝のこととお慶び申し上げます。
平成29年12月の同窓会総会において、副

会長として選出・承認されました17期生�神野恵です。微
力ではございますが、同窓会相互の親睦や小学校の発展に
全力で取り組んでいきたいと考えておりますので、よろし
くお願い申し上げます。
　現在、娘2人（３年生と１年生）が清心小学校でお世話
になっています。私が学んだ思い出深い校舎は無く、明る
く開放的で近代化した校舎となっていますが、制服や黒い

ランドセルは当時のままです。学年を超えて生徒達の距離
が近く、上級生が下級生のお世話をするという、面倒見の
良さも引き継がれています。
　多忙な日々をお過ごしかとは存じますが、時には、清心
小学校で送られた日々のことを思い出し、各期同窓会で懐
かしい思い出を語ってはいかがでしょうか。
　50年の歴史と伝統ある清心小学校同窓会としての責務を
果たし、これまで以上に同窓会の活動に関心を持っていた
だき、今後は若い卒業生の方々にどのような形で参画をし
ていただくかを含めた、色々な改革を目指して頑張ってい
きたいと思います。何卒、ご支援ご協力の程、宜しくお願
い申し上げます。

10期生　永　山　雅　己

17期生　神　野　　　恵

　皆さま、ご無沙汰しております。26期生の
私は、昨年12月の同窓会総会に参加して、約

20年ぶりに清心小を訪れました。懐かしい雰囲気を感じ、お世
話になった先生方にお目にかかると、当時の記憶が一気に甦り、
「ずっと大切にしてきたものは、やはりここにあった」と、とて
も温かい気持ちになりました。
　私の印象的な思い出は２つ。まず、自主活動。早朝に登校すると、
友人と校舎の窓を開けて回ったり、玄関を掃除したり、牛乳を仕
分けしたり。自己犠牲の精神を教わり、誰かの役に立てる喜びを
感じ、私たちのカッコイイ習慣でした。次に、地雷廃絶のための
募金活動。テレビの情報番組にも取り上げられ、小学生でも世界
が変えられるのではないかと嬉しかったのを覚えています。私は
これが契機で「社会的・経済的な理由で健康格差が生じること」
に疑問と関心を持ち、医師（家庭医）という仕事へ繋がりました。
　現在は、静岡県菊川市の公立診療所で働き、在宅ホスピスとい
う形で、人生の最終段階にある方々が最期まで穏やかに過ごせる
ようにお手伝いさせていただいております。自分に合格点が付け
られず落胆・苦悩することもありますが、私の支えは「これまで
関わってくださった全てのひと／もの／ことへの感謝」と、満点
でない私を赦してくださる周囲の方々と神様の存在です。こうし
てどんなときも自信を持って笑顔で診療に向き合うことができ
るのは、清心小の６年間があったからこそと感謝しております。
　今後も『心を清くし愛の人であれ』という言葉を大事に『聡明
な人、思いやりのある人、心身ともにたくましい人』を目指して、
世界の平和に貢献できるように精進いたします。
　最後に、清心小のご発展と皆様のご多幸を心よりお祈りしてお
ります。

ずっと大切にしてきたもの
26期生　松　田　真　和

　小学校を卒業して約25年経ってしまいま
した。小学校は、本当に楽しかったという印

象しかありません。３歳上に姉がいるため一緒に通学してい
ました。姉の同級生は、私のことをとても可愛がってくれま
した。同級生と遊具で鬼ごっこをしたり牛乳瓶の蓋を何でか？
集めたりしていました。今でも言われますが、子供らしい時
代を過ごさせていただいた時代だったなと。
　同級生とは年に一回は、集まって楽しく思い出話をするほ
ど仲がいいです。
　現在、広島県三原市で高齢者対象の相談業務を保健師とし
て働かせていただいています。保健師の前は、看護師として
病院で勤務していました。
　看護師になる夢は、小学校５・６年生の時に病気で入院し
たことがきっかけでした。入院中には、担任の先生と同級生
がよくお見舞いに来てくれ、図工の作品を私の代わりに同級
生が作ってくれました。今でも先生方や同級生に会えば、そ
の頃の病気のことを気にかけてくれます。
　同級生や先生方は、いつも自分のことのように人を心配し
てくれ見守ってくれていたんだなと感じます。
　仕事でも困っている人がいると、その時に学んだ清心の血
が騒ぐのか、相談者の方がなんでそんなに一生懸命にされる
のですかと聞かれるほどです。
　今回同窓会誌に投稿をと言われたときに、私の中に残って
いる小学校の存在を再確認しました。今後の子育てや仕事で
も清心魂をつぎ込んでいきたいと思います。

自分の原点
21期生　河本（上野）加央里
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　清心小学校へ通うことになったのは、当時
清心女子大学の非常勤講師の御縁のあった父
の「清心は素晴らしい情操教育をしている。
ぜひ娘達にもここで学ばせたい」という強い
希望からのものでした。
　キリスト教の愛と感謝の精神に基づく「心
を清くし愛の人であれ」という校訓のもと、
沢山の貴重な経験をさせて頂きました。蒜山、
大山登山、スキー教室、旗を持って踊った校

歌で締めくくられていた運動会、又英
語の授業や三泊四日という長期での
修学旅行は、清心小ならではのもの
で、とても楽しく思い出深いもので
した。しかし私の心に一番深く残っ

ていることは、折にふれてのミサなどの宗教
行事です。大学の礼拝堂へ行く時は、皆静か
に整列して聖堂に入り、膝をついて手を合わ
せ、イエス様とマリア様の像に向かって頭を
垂れてお祈りをしたあの清なる厳かな時間は、
子供の心に深い落ち着きと、神様はいつも見
守って下さっているのだという安心感を与え
てくれました。今でも忙しい毎日の中にあっ
て、ふと静かに内観する時間を自然と持つの
は、その時のことから来ているのではないか
と思います。その他にもクリスマス会は毎年
の楽しく美しい時間でしたし、先生方やシス
ター方から日々教わった「礼儀とは感謝と相
手を尊ぶ気持ちの表れである」という教えは、
生きていく上で最も大切なことの一つでした。
清心で学ばせて頂いたことをこれからもずっ
と大切に生きていくことが亡き父への恩返し
になると思っています。

清心小で教わったこと
９期生　児　子　奈都子

　昨年の同窓
会総会の後、
恩師の鳥越修
先生と永原和
子先生にご参
加していただ
いて１期生の
同窓会を開催
しました。総
会には参加で

きなかった同級生と先生方お２人併せて９名での集まりでした
が、久しぶりの同級生も参加して懐かしい話や現況の報告をい
たしました。また、２次会もお２人の先生にご参加いただいて
和やかに歓談し、清心小での在校時のお話などを伺いました。
 （報告）　１期生　西川　智晴

　清心小学校50周年、誠におめでとうございます。風の便りで
開催されると聞いていた「50周年記念総会」のご案内を昨秋に
いただきましたが、長く岡山を離れている私は漫然とそれを放置
していました。ところが、Ｙさんから参加打診の葉書を受け取っ
てから事態は一転、連絡を取り合ううちに私の児童長としての淡
い責任感と生来の幹事好きに火が灯り、総会後に７期同窓会を開
くことを目標に招集を開始することにしました。ここで、我々
７期生について一言説明します。主に1966年丙午（ひのえうま）
生まれで、昔の迷信のた
め前後の学年よりも出生
数が28%も低いですが、頑
張り屋の長所と、気が強
い短所を持っている団結
力の強い世代です。さて、
招集作業は難航したもの
の連絡の輪を広げていき、
最終的に同期39名中20名
と連絡を取ることができ、
総会には５名が、７期同窓会には11名が参加するに至りました。
　総会当日は、約40年振りの再開に胸を躍らせながら新しい校
舎でまず５名が合流しました。担任いただいた永原先生、嶽先生
にもお会いでき、学び舎での楽しいひとときを過ごすことができ
ました。夕方からは場所を変え、７期同窓会を開催しました（写
真）。20歳代以来の開催で、卒業後初めて会う方も多くいました
が、丙午の特性かすぐに小学生時代の精神状態とヒエラルキー？
に戻り終始、和気藹々とした雰囲気でした。それぞれの分野で活
躍しており、皆の話に耳を傾けているうちに“あっ ”という間に一
次会・二次会…と時が過ぎていました。今後は、今回集まれなかっ
た方が多かった関東地区での開催や岡山での再開催などを通して
同期の絆を深めて参りたいと思っています。最後になりましたが、
母校「清心小学校」の益々の発展をお祈りしております。
 （報告）　７期生　瀬尾　昭治（せのお  しょうじ）

1期生　第１期生同窓会を開催しました

　成人式での再会を機に、現在ではほぼ毎年のように「同窓会」
という名の飲み会をしています。
　みんな大人になった今でも「心を清くし愛の人であれ」の教
えを大切に過ごしていることを報告します。これは、すべて私
たちが清心小学校時代にお世話になった「個性（クセ�by千鳥）
が強い」先生方の教育のおかげだと思っております。先生方も
私たちの個性（クセ）を十分活かした教育をしていただき、優
しさだけではなく時には本気で怒ってくれたり一緒になって悩
んでくれたりと聖母マリア様のような御心で接してくれたこと
が現在の私たちの表現豊かな人生の礎となっています。
　今回、忙しい予定の中、私たちのためにきてくださった先生方には感謝の
気持ちで一杯です。また今回は参加できなかった同窓生も次回は一緒に飲め
ることを楽しみにしています。
　今後の人生、いろいろとあるとは思いますが、「心を清くし愛の人であれ」
をいつも心に持ち過ごして行きたいと思います。最後になりましたが、今回
の西日本豪雨で被害に遭われた同窓生、そのご家族、友人などがおられまし
たら一日も早い復興を微力ながらお祈りいたします。
 （報告）　21期生　田鶴原直之

21期生　「同窓会」という名の飲み会

７期生　7期生の同窓会報告各期の同窓会の様子


